
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カルシウム素材を含有する打錠用顆粒の取り扱いが容易な製造方法の提供。
【解決手段】結合剤の代替品として、キシロオリゴ糖を使用する。具体的には、カルシウ
ムを含有する粉末を造粒するに際し、造粒工程前または造粒工程中にカルシウムを含有す
る粉末にキシロオリゴ糖を添加して造粒することを特徴とする。使用するカルシウム素材
としての粉末、は卵殻カルシウム、ドロマイト、貝殻カルシウム等が選択される。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 添 加 し て 造 粒 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
造 粒 工 程 前 ま た は 造 粒 工 程 中 に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 添 加 し て 造 粒 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ
ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 添 加 を 、 造 粒 工 程 前 に カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と 混 合 、 ま た は 造 粒 工
程 中 に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 溶 解 し た 水 を 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 に 添 加 、 噴 霧 、 も し く
は 注 加 す る こ と に よ り 行 う 、 請 求 項 1ま た は ２ 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
造 粒 を 、 流 動 層 造 粒 法 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の
カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
顆 粒 中 の キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 含 量 を 、 全 固 形 分 に 対 し て 10～ 70重 量 ％ と す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 乳 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム マ グ ネ
シ ウ ム 、 グ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム お よ び 硫 酸 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 か ら
選 択 さ れ る か 、 あ る い は こ れ ら の 二 種 以 上 の 混 合 物 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず
れ か １ 項 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 が 、 卵 殻 カ ル シ ウ ム 、 ド ロ マ イ ト お よ び 貝 殻 カ ル シ ウ ム か ら な
る 群 か ら 選 ば れ る 一 種 ま た は そ れ 以 上 か ら な る 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の
カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 混 合 し 、 水 を 噴 霧 す る 流 動 層 造 粒 法 に て 製
造 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る
顆 粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
顆 粒 が 打 錠 用 顆 粒 で あ る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆
粒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ ９ 記 載 の 方 法 で 製 造 さ れ た カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 顆 粒 を 圧 縮 成 形 し て 得 ら れ る 錠 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
顆 粒 と 共 に 、 ま た は 顆 粒 中 の 追 加 成 分 と し て 、 ビ タ ミ ン D、 ビ タ ミ ン Kお よ び マ グ ネ シ ウ ム
塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 成 分 の 少 な く と も 一 種 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の カ ル シ
ウ ム を 含 有 す る 錠 剤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
ビ タ ミ ン D、 ビ タ ミ ン Kお よ び マ グ ネ シ ウ ム 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 成 分 が カ ル シ ウ ム
吸 収 促 進 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 錠 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 を 顆 粒 化 す る 方 法 お よ び 当 該 方 法 に よ り 製 造 さ れ
た 健 康 食 品 に 関 す る 。
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【 従 来 の 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 日 本 人 の 食 生 活 は 豊 か に な っ た が そ の 反 面 、 摂 取 す る 栄 養 素 に 偏 り が 生 じ て き て
お り 、 国 民 栄 養 調 査 に よ る と カ ル シ ウ ム に 関 し て は 厚 労 省 の 定 め る 基 準 値 を 下 回 る 結 果 と
な っ て い る 。 こ の よ う な カ ル シ ウ ム の 摂 取 不 足 は 骨 粗 鬆 症 を 引 き 起 こ す 大 き な 原 因 で あ り
、 骨 粗 鬆 症 は 日 本 人 の 高 齢 化 に 伴 っ て 深 刻 な 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 か ら カ ル シ ウ ム を 補 給 し 、 骨 粗 鬆 症 を 予 防 す る 目 的 等 で 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 し た 錠
剤 が 利 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 カ ル シ ウ ム を 含 む 粉 末 は 極 め て 流 動 性 に 乏 し い た め
、 そ の ま ま で 打 錠 し よ う と し て も 、 打 錠 工 程 に 問 題 が 生 じ て 、 連 続 的 に 錠 剤 を 製 造 す る こ
と は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 カ ル シ ウ ム を 含 む 粉 末 を 効 率 良 く 打 錠 す る た め の 種 々 の 工 夫 や 試 み が 行 わ れ
て い る 。 例 え ば 、 セ ル ロ ー ス や デ キ ス ト リ ン 等 の 賦 形 剤 を 多 量 に 用 い 、 こ れ と カ ル シ ウ ム
を 混 合 し て 打 錠 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 、
プ ル ラ ン 、 ア ラ ビ ア ガ ム 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 グ ア ガ ム 、 ゼ ラ チ ン 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ
ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 等 の 結 合 剤 を 利 用 す る こ と で 、 流 動
性 を 改 善 し た カ ル シ ウ ム 顆 粒 を 得 る こ と が で き る 。 得 ら れ た 顆 粒 を 圧 縮 成 形 す る こ と が で
き る が 、 更 に 、 打 錠 成 形 性 、 強 度 や 食 味 の 改 善 の た め 、 糖 ア ル コ ー ル に て 被 覆 し た 顆 粒 を
用 い て 打 錠 す る 方 法 も 示 さ れ て い る （ 特 開 2003-63951） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 消 費 者 は 、 セ ル ロ ー ス や デ キ ス ト リ ン の よ う な 賦 形 剤 や 各 種 結 合 剤 が 添
加 さ れ て 、 か さ ば っ た も の よ り も 、 で き る だ け 純 粋 な 健 康 食 品 素 材 の み で 調 製 さ れ た も の
を 望 ん で い る 現 状 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 カ ル シ ウ ム 粉 末 を 容 易 に 造 粒 で き 、 生 じ た 顆 粒 が 、 賦 形 剤 や 結 合 を 使 用 せ ず に
打 錠 で き る 有 効 な 技 術 の 開 発 が 求 め ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-63951
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 2002-529496
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 7-67575
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 2001-8666
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 取 り 扱 い が 容 易 な カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 顆 粒 、 特 に 打 錠 用 顆 粒 の 製 造 方 法 を
提 供 す る 。
　 本 発 明 は ま た 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 を 用 い て 錠 剤 型 の 健 康 食 品 を 製 造 す る に 際 し
、 賦 形 剤 や 結 合 剤 な ど の 健 康 食 品 本 来 の 機 能 と は 直 接 関 係 し な い 成 分 の 使 用 を 低 減 し た 健
康 食 品 、 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 健 康 素 材 や ミ ネ ラ ル 関 連 素 材 （ 吸 収 促 進 剤 ） な ど に 着 目 し 、 そ の 中 で 、
造 粒 の 補 助 的 な 効 果 の 有 無 に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 お ど ろ く べ き こ と に 、 整 腸 効 果
を 持 つ キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 結 合 剤 的 に 用 い る こ と で 、 結 合 剤 や 賦 形 剤 を も ち い る こ と な く 、
良 好 な 顆 粒 が 得 ら れ る こ と を み い だ し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 結 合 剤 の 代 替 品 と し て 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 使 用 す る 。 す な わ ち 、 カ ル
シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 を 造 粒 す る に 際 し て 、 造 粒 工 程 前 ま た は 造 粒 工 程 中 に カ ル シ ウ ム を
含 有 す る 粉 末 に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 添 加 し て 造 粒 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ ル シ ウ ム を 含 有
す る 顆 粒 の 製 造 方 法 で あ る 。
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 成 分 と は 、 塩 類 な ど カ ル シ ウ ム を 含 有 す
る 粉 末 を い う 。 カ ル シ ウ ム を 含 む 成 分 と し て は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 乳 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸
カ ル シ ウ ム マ グ ネ シ ウ ム 、 グ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム ま
た は こ れ ら の 水 和 物 な ど が 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 例 え ば そ れ ら カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 成 分 は 、 牛 骨 粉 、 魚 骨 粉 、 卵 殻 カ ル シ ウ ム 、 乳
清 カ ル シ ウ ム 、 ド ロ マ イ ト 等 と し て 入 手 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 顆 粒 は 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い 限 り 、 上 記 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉
末 と キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の ほ か 、 任 意 の 所 望 成 分 を 含 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 マ グ ネ シ
ウ ム 塩 、 ビ タ ミ ン A、 ビ タ ミ ン B2、 ビ タ ミ ン B6、 ビ タ ミ ン B12、 ビ タ ミ ン C、 ビ タ ミ ン D3、
ビ タ ミ ン K2等 の ビ タ ミ ン 類 、 イ ソ フ ラ ボ ン 、 イ ヌ リ ン 、 オ リ ゴ フ ル ク ト ー ス 、 グ リ セ リ ン
脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 等 の 滑 沢 剤 、 乳 糖 、 シ ョ 糖 、 デ キ ス ト リ ン 、 セ ル
ロ ー ス 、 コ ー ン ス タ ー チ 等 の 賦 型 剤 、 香 料 、 ア ミ ノ 酸 、 オ リ ゴ 糖 、 た ん ぱ く 分 解 物 糖 が あ
げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 係 る 任 意 の 成 分 は 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 で 造 粒 す る 前 に カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と 混 合 す
る 、 或 い は 圧 縮 成 形 前 の 顆 粒 と 混 合 す る 等 の 任 意 の 方 法 で 顆 粒 中 あ る い は 錠 剤 に 配 合 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 と は 、 コ ー ン コ ブ 、 綿 実 殻 等 か ら 得 ら れ る ホ モ 多 糖 キ シ ラ ン （ ヘ ミ セ ル
ロ ー ス ） を 原 料 と し 、 キ シ ロ ー ス が 数 個 結 合 し た オ リ ゴ 糖 の こ と を 言 う 。 白 色 で わ ず か な
甘 味 を 有 す る 無 臭 の 結 晶 性 の 粉 末 で あ る 。 例 え ば 、 本 出 願 人 が 商 品 名 「 キ シ ロ オ リ ゴ 95P
」 と し て 市 販 し て い る も の を 使 用 す る と 都 合 が よ い 。 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 が 整 腸 作 用 を 有 す る
こ と は 広 く 知 ら れ て お り 、 そ の 使 用 は 、 カ ル シ ウ ム 含 有 食 品 に 整 腸 作 用 を 付 与 す る と い う
点 か ら も 、 従 来 の 結 合 剤 を 使 用 し た 製 品 に 比 較 し て 、 好 ま し い 。 整 腸 作 用 以 外 に も 、 キ シ
ロ オ リ ゴ 糖 の 大 腸 癌 予 防 効 果 や 、 ミ ネ ラ ル 吸 収 促 進 効 果 （ 特 許 第 3462535号 ） が 知 ら れ て
お り 、 こ れ ら の 効 果 が 期 待 さ れ る と い う 点 で 本 発 明 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 打 錠 用 顆 粒 は
極 め て 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 顆 粒 中 の キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 含 量 は 、 各 場 合 に お い て 造 粒 の 様 子 を 観 察 し な が ら 適 宜 決 定
し て よ い が 、 多 す ぎ る と 造 粒 中 に ブ ロ ッ キ ン グ を 生 じ 、 ま た 少 な い と 造 粒 不 十 分 で あ る こ
と か ら 、 顆 粒 中 の 10～ 70重 量 ％ が 好 ま し い 。 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 添 加 は 、 造 粒 工 程 前 に カ ル
シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 へ の 混 合 に よ り 、 ま た は 造 粒 工 程 中 に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 溶 解 し た 水
を 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 に 添 加 、 噴 霧 、 も し く は 注 加 す る こ と に よ り 行 う 。 造 粒 は
、 流 動 層 造 粒 法 、 押 出 造 粒 法 、 攪 拌 造 粒 法 を 含 む 任 意 の 方 法 で 行 う こ と が で き る が 、 流 動
性 の 良 い 造 粒 物 の 得 ら れ る 流 動 層 造 粒 法 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 そ の 場 合 は 、 1）
キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 に 予 め 混 合 し て お い て 水 を 噴 霧 し て 造 粒 し て
も 、 あ る い は 、 2） 水 に 溶 解 し た キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 、 造 粒 中 に カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末
に 噴 霧 し て 造 粒 し て も よ い 。 本 発 明 に お い て は い ず れ の 造 粒 方 法 に よ っ て も 、 望 ま れ る 造
粒 物 が 得 ら れ る が 、 作 業 が 容 易 で あ る こ と を 考 え る と 、 1） の 方 法 を 好 適 に 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 顆 粒 ま た は 細 粒 は 、 微 粉 末 と し て 飛 散 す る 傾 向 が 小 さ く
、 打 錠 す る こ と が 容 易 に な る 程 度 に 造 粒 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 75μ ｍ 以 下
の 微 粉 の 割 合 が 一 定 以 下 、 例 え ば 70重 量 ％ 以 下 と な る 程 度 に 造 粒 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
造 粒 さ れ た 顆 粒 も し く は 細 粒 が こ の 粒 度 範 囲 の も の で あ る か 否 か は 、 粒 度 分 布 を 測 定 し て
確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 に 加 え て 、 そ れ 以 外 の 結 合 剤 を 併 用 す る こ と は
可 能 で あ る が 、 そ の よ う な 結 合 剤 を 使 用 し な く て も 、 打 錠 性 が 良 好 な カ ル シ ウ ム を 含 有 す
る 打 錠 用 顆 粒 が 製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 打 錠 用 顆 粒 は 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 以 外 の 結 合
剤 を 含 ま な い こ と が 望 ま し い が 、 一 方 で 、 健 康 食 品 と し て の イ メ ー ジ の 低 下 を 招 か な い 範
囲 で あ れ ば 、 一 般 の 結 合 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 結 合 剤 の 添 加 量 は そ の 強 さ に も よ る が
、 カ ル ボ シ キ メ チ ル セ ル ロ ー ス や ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス と い っ た 通 常 溶 液 と し て
使 用 す る 場 合 に は 例 え ば 3％ 以 下 、 ア ル フ ァ ー 化 デ ン プ ン 又 は コ ー ン ス タ ー チ と い っ た 粉
末 添 加 で 用 い ら れ る 場 合 に は 例 え ば 10％ 以 下 、 と い っ た よ う に 、 打 錠 性 を 損 わ な い 範 囲 で
あ れ ば 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 得 ら れ た 顆 粒 は 、 必 要 に よ り 静 電 気 防 止 剤 な ど を 添 加 し て 、 カ ル シ ウ ム 含 有 顆 粒 の ま ま
、 食 品 あ る い は 医 薬 品 と し て 供 す る こ と が で き る 。 あ る い は 当 該 顆 粒 を 打 錠 用 顆 粒 と し て
用 い る こ と も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の カ ル シ ウ ム 含 有 顆 粒 か ら 製 造 さ れ た 錠 剤 も 提 供 す る 。
顆 粒 を 錠 剤 へ と 加 工 す る 場 合 、 顆 粒 に 、 潤 滑 剤 、 例 え ば シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル な ど を 含 有
さ せ る こ と が で き る
　 圧 縮 成 形 は 、 医 薬 品 、 食 品 等 の 分 野 で 一 般 的 に 用 い ら れ て い る ロ ー タ リ ー 打 錠 機 、 単 発
式 打 錠 機 等 に よ り 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 錠 剤 の 形 状 は 、 円 形 、 穴 あ き 円 形 、 楕 円 形 、
三 角 形 、 球 形 等 の 任 意 の 形 状 を 採 用 す る こ と が で き 、 そ れ ら の 大 き さ に 特 別 な 制 限 は な い
が 、 例 え ば 円 形 錠 の 場 合 、 直 径 5～ 20 mm程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 顆 粒 か ら 調 製 さ れ た 錠 剤 は 、 打 錠 成 形 時 に キ ャ ッ ピ ン グ や ラ ミ ネ ー
シ ョ ン 等 が 生 じ ず 、 充 分 な 強 度 を も ち 且 つ 食 味 の よ い 優 れ た 品 質 を 有 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 錠 剤 は 、 好 ま し く は １ 錠 あ た り カ ル シ ウ ム を 50～ 200 mg含 有 し 、 日 常 的 に 、 例
え ば １ 日 あ た り の カ ル シ ウ ム の 摂 取 量 が 200～ 800 mgに な る よ う に 服 用 す る こ と が で き る
。 錠 剤 は 水 と と も に 服 用 し て も よ い が 、 水 な し に 口 の 中 で か み 砕 い て 容 易 に 食 す る こ と が
可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 幼 児 や 高 齢 者 な ど も 容 易 に カ ル シ ウ ム を 補 給 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 上 記 の 所 望 成 分 も 含 む 顆 粒 か ら 調 製 し た 本 発 明 の 錠 剤 は 、 カ ル シ ウ ム に 加 え て
、 ビ タ ミ ン な ど の 補 給 の た め に 有 用 で あ る 。
[発 明 の 効 果 ]
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 打 錠 用 顆 粒 の 製 造 が 容 易 に 造 粒 で き 、 塊 （ ダ マ
） の 発 生 が 少 な い 。 ま た 、 流 動 層 造 粒 法 で 造 粒 を 行 う と き は 、 水 を 使 用 す る た め 、 粉 末 の
飛 散 が 抑 制 で き る 。 さ ら に 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 以 外 に 結 合 液 を 使 用 せ ず 、 ま た は 低 減 す る こ
と が で き る た め 、 打 錠 用 顆 粒 の 製 造 に お け る 工 程 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 打 錠 用 顆 粒 は 、 ミ ネ ラ ル や ミ ネ ラ ル 吸 収 作 用 の 成 分 で あ
る キ シ ロ オ リ ゴ 糖 以 外 の 結 合 剤 を 含 ま な い こ と で 、 健 康 上 お よ び 嗜 好 上 の 利 点 で も あ る 。
　 ま た 、 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 本 発 明 の 錠 剤 は 、 オ リ ゴ 糖 を 結 合 剤 と し て い る た め 、 で き
る だ け 純 粋 な 健 康 食 品 素 材 の み で 調 製 さ れ た も の を 望 ん で い る 消 費 者 の 嗜 好 に 叶 う も の を
提 供 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 の 説 明 を す る が 、 こ れ ら の 実 施 例 は 本 発 明 を 限 定 す る た
め の も の で は な い 。
実 施 例 １
　 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と し て 卵 殻 カ ル シ ウ ム を 用 い 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 添 加 量 が 造
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粒 性 に 及 ぼ す 影 響 を 評 価 し た 。 表 １ に 示 す 混 合 粉 末 約 ２ ０ ０ ｇ を 流 動 層 造 粒 機 （ ニ ュ ー マ
ル メ ラ イ ザ ー Ｎ Ｑ － Ｌ Ａ Ｂ Ｏ  不 二 パ ウ ダ ル （ 株 ） 社 製 ） に て 、 噴 霧 液 と し て 水 を 用 い て
造 粒 し た 。 混 合 粉 末 を 投 入 し て ２ 分 間 混 合 し た 後 、 水 を １ ． ０ ～ １ ． ５ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度
で 噴 霧 し な が ら １ ０ ～ ２ ０ 分 間 造 粒 し た （ 品 温 度 ： ２ ４ ～ ３ ０ ℃ 、 吸 気 温 度 ： ４ ０ ～ ５ ０
℃ ） 。 同 装 置 で ５ ～ １ ０ 分 間 乾 燥 後 、 造 粒 物 を 取 り 出 し て ３ ０ 号 （ ５ ０ ０ μ ｍ ） の 篩 で 篩
過 し て 造 粒 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 造 粒 性 の 指 標 と し て 微 粉 の 割 合 を 評 価 し た 。 す な わ ち 、 200号 （ 75μ ｍ ） の 篩 を 通 過 す
る 微 粉 の 割 合 が 全 量 の 70重 量 ％ 以 下 で あ る 場 合 、 造 粒 性 は 良 好 で あ る と 判 断 し た 。 こ れ は
、 得 ら れ た 顆 粒 を 打 錠 す る 際 の 打 錠 性 を 考 慮 し て 設 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 結 果 を 表 1に 示 す 。 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と キ シ ロ オ リ ゴ 糖 か ら な る こ れ ら の 組 成
物 で は 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 割 合 が 10％ ～ 70％ の 範 囲 の 場 合 で 良 好 な 造 粒 性 を 示 し た （ 表 １
） 。 し か し キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 割 合 が 90重 量 ％ で あ る 場 合 、 噴 霧 ノ ズ ル や バ グ フ ィ ル タ ー 等
に キ シ ロ オ リ ゴ 糖 が 結 着 し て し ま い 、 操 作 上 に 困 難 が 伴 い 造 粒 を 中 止 し た 。 す な わ ち 、 当
該 比 率 の 場 合 に は 操 作 条 件 の 設 定 が 困 難 で あ り 、 不 適 当 と 考 え ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 よ り 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 10～ 70％ と す る こ と で 、 結 合 剤 や 賦 形 剤 を 使 用 す る こ と な く
良 好 な 造 粒 性 を 示 す 組 成 物 が 得 ら れ る こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 ２
　 各 種 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 を 用 い て 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 の 造 粒 効 果 を 検 討 し た 。 造 粒
方 法 お よ び 試 験 方 法 は 実 施 例 1に 準 じ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と し て 、 卵 殻 カ ル シ ウ ム 、 ド ロ マ イ ト お よ び 貝 殻 カ ル シ ウ ム
を 用 い た 。 造 粒 前 の こ れ ら カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 の 粒 度 分 布 を 篩 法 に て 測 定 し た 。 そ
の 結 果 、 い ず れ も ７ ５ μ m以 下 の 微 粉 の 割 合 が 100%で あ っ た (表 2)。 す な わ ち 、 微 粉 の み か
ら な る こ れ ら の 粉 末 は 流 動 性 が 悪 く 、 こ の ま ま 打 錠 す る こ と は 不 適 当 で あ る と 考 え ら れ た
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら の 粉 末 を 用 い た 造 粒 後 の 結 果 を 表 3に 示 す 。 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 と し て 卵
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殻 カ ル シ ウ ム 、 ド ロ マ イ ト 、 貝 殻 カ ル シ ウ ム の い ず れ に お い て も キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 含 有 さ
せ る こ と に よ り 、 良 好 な 造 粒 性 を 示 し た 。 ま た 、 他 の 結 合 剤 （ カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー
ス ） を 併 せ て 用 い た 場 合 に つ い て も 良 好 な 造 粒 性 が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 よ り 、 本 発 明 の 技 術 は 、 広 く カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 粉 末 に 適 用 で き る こ と が 示 さ れ
た 。 ま た 、 健 康 食 品 と し て の イ メ ー ジ の 低 下 に つ な が ら な い 範 囲 で 、 結 合 剤 を 添 加 す る こ
と が 可 能 で あ る こ と が 判 っ た 。
実 施 例 ３
　 表 4に 示 す 組 成 に て 製 造 方 法 の 影 響 を 検 討 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 流 動 造 粒 ま た は 押 出 造 粒 に て 、 顆 粒 を 調 整 し た 。 流 動 層 造 粒 の 場 合 の 製 造 方
法 は 実 施 例 1に 準 じ た 。 た だ し 、 試 料 13で は 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 水 に 溶 解 し た 水 溶 液 を 噴
霧 さ せ た 。 一 方 、 押 出 造 粒 の 場 合 で は 、 仕 込 み 量 200ｍ ｇ と し 、 乳 棒 ・ 乳 鉢 を 用 い て 適 量
の 水 で 練 合 し た も の を 孔 径 0.8mmの ス ク リ ー ン を 用 い て 押 出 造 粒 し 、 棚 乾 燥 し た も の を ３
０ 号 （ ５ ０ ０ μ ｍ ） の 篩 で 篩 過 し て 造 粒 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 結 果 を 表 4に 示 す 。 そ の 結 果 、 い ず れ の 試 料 で 造 粒 性 は 良 好 で あ っ た 。
　 こ の 中 で 流 動 層 造 粒 で 調 製 し た 試 料 は 、 押 出 造 粒 で 得 ら れ た 試 料 に 比 較 し て 、 嵩 密 度 が
低 く 、 流 動 性 が 良 好 で あ り 、 打 錠 用 顆 粒 と し て 好 適 に も ち い る こ と が で き る 性 状 を 有 し て
い た 。 一 方 、 押 出 造 粒 に よ っ て 得 ら れ た 顆 粒 は 嵩 密 度 が 高 く 、 粒 度 が 大 き い く 、 顆 粒 と し
て 用 い る 際 の 取 り 扱 い 性 に 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 流 動 層 造 粒 で 調 製 し た 試 料 の う ち 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 粉 末 添 加 し た 場 合 お よ び 水 溶 液 と
し て 噴 霧 し た 場 合 の い ず れ に お い て も 、 ７ ５ μ ｍ 以 下 の 微 粉 の 割 合 は 目 標 以 下 で あ り 、 流
動 層 造 粒 法 は 好 適 な 製 造 方 法 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
実 施 例 ４ 　 （ 錠 剤 の 製 造 例 ）
　 本 発 明 の 技 術 を も ち い て 、 2種 類 の 錠 剤 を 製 造 し た 。 造 粒 工 程 の 仕 込 み 量 を 100kgと し て
、 表 5に 示 す 組 成 に て 製 造 し た 。 な お 、 顆 粒 の 組 成 お よ び 製 造 に つ い て は 両 錠 剤 で 共 通 と
し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 16メ ッ シ ュ 篩 過 後 、 流 動 層 造 粒 機 （ FD-WH-200型 、 パ ウ レ ッ ク ス 製 ） に 卵 殻 カ ル シ ウ ム
お よ び キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 投 入 し た 。 予 備 的 な 流 動 後 、 水 を 約 500ml／ 分 の 速 度 で 噴 霧 し な
が ら 約 20分 間 造 粒 し た （ 排 気 温 度 ： 約 40℃ 、 吸 気 温 度 ： 70℃ ） 。 同 装 置 で 約 50分 間 乾 燥 後
、 造 粒 物 を 取 り 出 し て 16メ ッ シ ュ 篩 過 し て 造 粒 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 粒 度 分 布 の 結 果 を 表 5に 示 す 。 75μ ｍ 以 下 の 微 粉 の 割 合 は 70%未 満 で あ り 、 い ず れ も 良 好
な 造 粒 物 が 得 ら れ た 。
　 さ ら に こ れ ら の 顆 粒 （ 試 料 15） 、 ま た は カ ル シ ウ ム 吸 収 促 進 機 能 成 分 と し て 、 酸 化 マ グ
ネ シ ウ ム 、 ビ タ ミ ン D3、 ビ タ ミ ン K2を 顆 粒 と 混 合 し た 組 成 （ 試 料 16） 、 を 用 い て 打 錠 を 行
っ た 。 打 錠 機 と し て 、 高 速 連 続 打 錠 機 HT-AP18SS-II（ （ 株 ） 畑 鉄 工 所 製 ） を 用 い た 。 直 径
9mm、 420mg/錠 、 打 圧 1.1t、 回 転 数 25rpmで 実 施 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ の 結 果 、 い ず れ の 試 料 に お い て も 打 錠 時 の 顆 粒 の 流 動 性 は 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 得 ら
れ た 錠 剤 に 割 れ 欠 け や 打 錠 障 害 は な く 、 打 錠 性 は 良 好 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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